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はじめに 


本書は、 「 N 8103 -58 ディスクミラーリングコント□—ラ」で制御 • 構築されているアレイディス 
クの モニタ リングとメンテナンスをする ユー ティリティ 「 FastCheck 」 のインストール方法および操 
作方法について説明します。 

本書は、 Windows の機能や操作方法について十分に理解されている方を対象に説明しています。 
Windows に関する操作や不明点についてはオンラインヘルプや添付のマニュアルなどを参照して 
ください。 


本文中の記号について 


本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意味を示します。 

□ ユーティリティや装置を取り扱う上で守らなければならない事柄や特に注意をすべき点 
を示します。 


am ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要がある点を示します。 



チェック 


圓 

ヒント 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


ソフトウヱア使用条件 

添付の CD - R 〇 M 内のソフトウェアを使用するにあたって、添付のソフトウェアのご使用条件をお 
読みになり、その内容についてご確認ならびにご承諸ください。 


iii 















ユーザーサポートについて 


ソフトウェアに関する不明点や問い合わせは別冊の「ユーザーズガイド」に記載されている保守サー 
ビスセンターへご連絡ください。また、インターネットを使った情報サービスも行っておりますの 
でご利用ください。 


http://www.express.nec.co.jp/ 

『58番街』：製品情報、 Q&A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.fielding.co.jp/ 

NEC フイールディング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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概要 


FastCheck は次に示す機能を持っています。 

• モニタリング機能 

アレイディスクを監視し、その状態を表示します。 

イベントやエラーは、□グに記録できます。緊急を要するものは、オペレータにポップアップ 
ウィンドウや、ビープ音で警告することもできます。 

また、 ESMPRO/ServerAgent Ve 「.3.4 以降をインス!ルすることにより、 ESMPRO / 
Se 「 ve 「 Manage 「'07 ラート通報および ALIVE 通報を行うことができます0 

なお、本ユーティリティは 、 「Promise FastTrak Log Service 」 を含みます 0 

本サービスは、 FastCheck が動作していない時に発生したアレイの各種イベントを Windows 
のイベント□グに記録します。（ソース名は、 FastCheckMon です。） 

• メンテナンス機能 

-シンクロナイズ(同期化） 

ミラーリングアレイ ( RAID 1 ) を構成する2台のハードディスクの整合性を保証する処理 
です。定期的に自動実行することもできます。（ただし、 FastCheck が動作している場 
合に限ります。） 

-リビルド(再構築） 

ミラーリングアレイ ( RAID 1) を再構築（リビルド）します。なお、故障等によりハード 
ディスク交換後、コンピュータを起動すると自動でリビルド(再構築)するので通常、 
本機能は使用しません。 


□ ディスクミラーリングコントローラの設定 ( RAID の構成や変更)は、ディスクミラーリングコント 
□ーラの BIOS ユーティリティを使用します。詳しくは、ディスクミラーリングコント□ーラに添 
BTO 付の説明書または取り付けた装置に添付の説明書をご覧ください。 
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動作環境 


FastCheck の動作環境について説明します。 

• 八ードウェア 

-本体 ： N 8103 -58 ディスクミラーリングコント□—ラ上にアレイ 

ディスクを構築している Express 5800シリーズ装置 

—メモリ ： OS の動作に必要なメモリ十 1.0 MB 以上 

-ハードディスクの空き容量： 1 MB 以上 

• ソフトウェア 

— Microsoft Windows 2000 
— Microsoft Windows NT Version 4.0 
— ESMPRO/ServerAgent Ve 「.3.4 以降 

□ 同じネットワーク上にある管理 PC にァラート通報や ALIVE 通報をする場合は、管理 PC に 
ESMPRO/ServerManager Ver .3.4 以降をインストールしておく必要があります。 

ヒント 
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インスト ー ル 


次の手順に従って FastCheck をインストールします。 

I 本体装置の電源を ON にして、 Windows を起動する。 

2 . Administrators グループで□グオンする。 

3 本体に添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブにセツトする。 


EXPRESSBUILDER のマスターコント□—ルメニューが表示されます。 


4 [ソフトウェアのセットアップ]— 
[ FastCheck ] の順にクリックする 0 

[よラこそ]ダイア□グボックスが表示 
されます。 



£? [ Next ] ポタンをクリックする。 

[製品ライセンス契約]ダイアログボックス 
が表示されます。 


6? 内容を確認して、 [ Yes ] ポタンをク 
リックする。 

[インストル先の選択]ダイア□グボック 
スが表示されます。 



□ 



謅 KL 勞。コれ，こ—ポ— llerUti 叫 


このセゥトアゥ TT 的 '' 乱を実行する前に、すべての Windows 

[Cancel] を卯 4 し t ントアゥアを終了した後、現在使用中の 
ログラムをすべて終了させて下さい。 


■S? 脱は、菩作棺法ぉょび国際■こょって 

澀れ彳 IS 臨の止漂愿て? f または配布す 



以下のラ代 :^ 契約を # 読みください。契約の残りの部分を読むには 、 Page 


OEM SOFTWARE L 


: AND DISTRIBUTION LICENSE AGREEMENT 


IMPORTANT: By opening this package or installing ， distributing or 
using 

the SOFTWARE, you agree to the terms of this Agreement. Do not open 
this package until you have carefully read and agreed to the fo11owir 
terms and conditions. If you do not agree to the terms of this 
Agreement, promptly return the unopened package. 

PI ease Also Note ： 

If you are an OEM ， the complete LICENSE AGREEMENT applies 
If you are an End-User, only Exhibit A, the PROMISE LICENSE 
AGREEMENT, applies 


前述のライセンス契約のすべての条項 I こ同意しますか？ _ 
中止されます 。 FastTrak Controller Utility 
意いただく必要があります。 




■■1 

な こ 1 鐵 ：H 
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インストール先デイレクトリを j 旨定し 
て、 [ Next ] ポタンをクリックする 0 


[フ° ロゲ'ラムフォルタ、、の選択]ダイアログ 
ボックスが表示されます。 



ヒント 


インストール先ディレクトリを 
変更する場合は、 [ Brows ] ボタ 
ンをクリックしてデイレクトリ 
を指定します。 



8 プログラムフオルダを指定して、 
[ Next ] ポタンをクリックする。 



〇] 


t ゥトアゥ T は、以下の T ロク''ラ t フォ W'' に T ロク''ラを追加し 
ます。新しいフォ的''名を入力するか、既存の庸リ胁6 
っ逞択することもできます。 [Next] を W ゥクして続行して 
ください。 


Program Folders： 


Existing Folders： 

Virtual i 


2.1 

_ ■ 32Bit 

Microsoft Developer Network 
Microsoft Visual C++ 6.0 
MultiWriter 2050 
Network Associates VirusScan NT 
OPTPiX 

Print Agent 管理ツール 


く Back 




[セットアップを実行しています。…] 
メッセージボックスが表示された後、 
[セツトアツアの完了]夕'イアログボックス 
が表示されます。 


セットアップを実行しています.しばらくお待ちください. •• 


9 [ Finish ] ポタンをクリックする。 

以上でインストールは終了です。 





セットアゥ T は:1ンヒ*ユ4への FastTrak Controller Utility の 
わ；1卜~11«を完了しました。 

設定を有効Iこするには、： DC 4 ュづを再起射)する必要あり 


厂 ReadMeh 祝を表壬します。 


[Complete] をクリゥクして終了します。 
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アンインスト ー ル 


FastCheck をアンインストールするときは、次の手順に従って操作してください。 

7 FastCheck ユーテイリテイを終了する。 

2 , 〈Windows 2000の場合> 

[コント□-ルパネル]の[管理ツール]-[サービス]をクリックする。 

< Windows NT の場合> 

[コント□-ルパネル]の[サービス]をクリックする。 

[サービス]ダイア□グボックスが表示されます。 

〇 [サービスー覧]から [Promise FastTrak Log Service ] を選択して、[停止]ポタン 
をクリックする。 

4 [終了]ポタンをクリックして、[サービス]ダイア□グボックスを閉じる。 

b Windows の[コントロールパネル]の[アプリケーションの追加と削除]をクリックす 
る 0 

[アプリケーションの追力□と削除]ダイア□グボックスが表示されます。 

(d <Windows 2000の場合> 

[プ□グラムの変更と削除]タブをクリックして、リストボックスから [FastTrak RAID 
controller utility ] を選択して[変更/削除]ポタンをクリックする 0 

〈Windows NT の場合> 

[インストールと削除]タブをクリックして、リストボックスから [FastTrak RAID 
controller utility ] を選択して[追加と削除]ポタンをクリックする。 

以上でアンインストールは完了です。 
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FastCheck の起動方法 


FastCheck は、 Windows を立ち上げるとタスクトレーにアイコン状態で常駐します。 

FastCheck アイコン （g ) をタフ'ルクリツクしてください。 

FastCheck を終了した場合などタスクトレーに FastCheck のアイコンがない時は、 Windows のス 
タートメニューから起動してください。 

プログラムフォルダの既定値でインス I -ールした場合は、以下のように起動します。 

[スタート]-[プ□グラム]- [ Promise ]-[ Fasttrak]-[FastCheck Monitoring Utility ] 

N 8103 -58 ディスクミラーリングコントローラを使用する場合、 FastCheck は必ず実行したまま 
にしてください。 



ヒント 
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FastCheck の操作方法 


FastCheck には、アレイ、コントローラ、オプ 
シヨンの3つのウィンドウがあります。 

各ウィンドウを表示するには、各タブをクリッ 
クします。 



アレイウイン 


[アレイ]タブをクリックすると表示されるウィンドウです。 

ウィンドウの左枠は、アレイとハードディスクのアイコンでアレイ構成を表示します。 

各アイコンをクリックすると、ウィンドウの右枠に各コンポーネントの詳細情報を表示します。 
アレイのメンテナンスは、アレイアイコンを右クリックして表示されるポップアップメニューから 
実行できます。 


アレイ情報 

ウィンドウの左枠のアレイアイコンをクリックすると、ウィンドウ右枠に以下情報を表示します。 



.アレイの RAID モード 

ストライビング：アレイが RAID 0で構成されてい 
ることを示します。 

ミラーリング：アレイが RAID 1で構成されてい 
ることを示します。 

アレイ構成されたアレイのドライプ情報 


' アレイドライブの記憶容量 


正常： 

クリティカル: 


正常であることを示します。 

RAID モードがミラーリング (RAID1) の時に表示されます。 

アレイを構築しているハードディスクの1台が、オフラインであることを示します。危 
機(クリティカル)状態でも残ったハードディスウで動作可能ですが、危機(クリティカ 
ル)状態で継続的に使用した場合、さらにもう1台のハードディスクが「オフライン」とな 
るとデータを消失してしまいます。 


く重要〉 「オフライン」 となった八ードディスクは直ちに交換し、その後、リビルド動 
作を行ってください。 


オフライン： RAID モードがストライビング (RAID 0) の時に表示されます。 

アレイを構築しているハードディスクの1台が、オフラインであることを示します。 
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八ードディスク情報 

ウィンドウの左枠のハードディスクアイコンをクリックすると、ウィンドウ右枠に以下情報を表示 
します。 


ディスクミラーリングコント□—ラ上で構築されている 



装置のタイプ 


ハードディスクの状態 

正常： A- ドディスウは正常動作中 

オフライン： ハードディスウは故障状態 

正常(再構築中)：リビルド(再構築)を実行中（ミラー 
リングアレイの場合のみ表示） 

ディスクミラーリングコントローラ上で構築されている 
ハードディスウの状態(予防保守情報） 

正常：八ードディスクは正常動作中 

不明：ドライバが情報を取り込めていない状態 

A— ドディスウの記憶容量 


八_ドディスウの物理的接続位置と動作モード 


ハードディスク(シリンダ、ヘッド、セクター)の物理的パ 
ラメータ 


ハードディスクタイプに基づいた動作タイミング(パース 
トスピード） 
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ポップアップメニュー 


ウィンドウの左枠のアレイアイコンに合わせ、 
右クリックするとポップアップメニューが表示 
されます。ここでは、このメニューの機能につ 
いて説明します。 



FastCheck のウインドウを常にデスクトップ上の 
最前面に表示する 



FastCheck をアイコン化する 

ミラーリング (RAID1) の時、シンクロナイズ(同期化)を実行する 
シンクロナイズ(同期化）を実行する場合は、オプションウィンドウから実 
行してください。 

ミラーリング (RAID1) の時、リビルド(再構築）を実行する 

通常リビルド動作はハードディスウの交換後、自動再構築（自動リビルド） 

機能により自動的に動作します。 

FastCheck のパージョン情報を表示する 


FastCheck を終了する 

ただし、アレイウインドウから実行できません。コントローラウインドウか 
アイコンのメニューから終了させてください。 


FastCheck ユーティリティ画面を表示する 


ただし、アレイウインドウから実行できません。アイコンの 
メニューから開いてください。 
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Controller ウインドウ 


ウィンドウの左枠は、コントローラ、チヤネ 
ル、ハードディスクのアイコンで物理構成を表 
ホしま S 〇 

各アイコンをクリックすると、ウィンドウの右 
枠に各コンポーネントの詳細情報を表示しま 
す0 


コント□ーラ情報 

ウィンドウの左枠の FastTrakl アイコンをクリックすると、ウィンドウ右枠に以下情報を表示しま 
す0 




pci ス□ットに割り当てられている割込み番号 


ディスクミラーリングコント□—ラのバスマスタ機能 
ベースアドレス 

ディスクミラーリングコント□—ラのデバイスドライ 
パの パージヨン 


デイ スクミラーリングコント□—ラの名称 


チャネル情報 


ウィンドウの左枠のチャネルアイコンをクリックすると、ウィンドウ右枠に以下情報を表示しま 
す0 



ディスクミラーリングコント□—ラのチヤネルのベー 
スI〇アドレス 
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八ードディスク情報 

ウィンドウの左枠のハードディスクアイコンをクリックすると、ウィンドウ右枠に以下情報を表示 
します。 



装置のタイプ 


ディスクミラーリングコント□—ラ上で構築されている 
ハードディスクの状態 

正常： A- ドディスウは正常動作中 

オフライン： ハードディスウは故障状態 

正常(再構築中）：再構築を実行中（ミラーリングアレ 
イの場合のみ表示） 

ディスクミラーリングコント□—ラ上で構築されている 
ハードディスウの状態(予防保守情報） 

正常：八ードディスクは正常動作中 

不明：ドライバが情報を取り込めていない状態 

ハードディスクの記憶容量 


八ードディスウの物理的接続位置と動作モード 


ハードディスク(シリンダ、ヘッド、セクター)の物理的 
パラメータ 


ハードディスクタイプに基づいた動作タイミング(パース 
トスピード） 
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ンウイン 


FastCheck の設定はオプションウィンドウで行 
います。オプションウィンドウには以下に示す6 
つの設定項目があります。ここでは各設定項目 
について説明をします。 

• 通知 

• アレイ同期化のスケジュール 
• 再構築設定 
• ディスクパラ メータ 
• プリファレンス 
• PCI バスの利用状況 


• 設定を変更した後は、必ず I 適用 ㈨ 1ボタンをクリックしてください。この操作を行わな 
いと設定が有効になりません。注意してください。 

• 設定変更後、再起動を要求される場合があります。指示に従って再起動してください。 
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通知 


ディスクミラーリングコントローラがユーザーに通知すべき事象が発生した時にユーザーへの通矢口 
方法を指定します。 


チェックボックスをオンにすると、次の事象が起きた 
ときに本体装置の スピーカーからビープ 音を鳴らす 


-ハードディスクの故障を検出したとき 
-リビルド(再構築)処理が完了したとき 
-シンクロナイズ(同期化)処理が完了したとき 


F サウンド機能を使用可能にす亡 
F メッセージボックスのポップアップ 
厂ロヴファイルの使用I 
W NT シス亍ムイベントロヴの使用 
エラ-発生 

r 中断 f 修 m r 無視 

設定 B 腊以陷の エラー ダイアロ 
ヴ 


チェックボックスをオンにすると、次の事象が起きたと 
きにデスクトップ上にメッセージボックスを表示する 
-ハードディスクの故障を検出したとき 
-再構築処理が完了したとき 
-同期化処理が完了したとき 


チェックボックスをオンにすると、 FastCheck で検 
出したログ情報をファイルに□ギングする 
’入カボックスにログファイル名を入力します。ここで 
入力された名前のログファイルには、アレイ情報(警 
告情報と動作状況)が記録されます。 

ログファイル名の指定時にディレクトリを指定しな 
かった時は、 FastCheck をインストールしたディレ 
クトリにログファイルが作成されます。 

チェックボックスをオンにすると、アレイ情報(警告 
と状態）を NT イベントログのアプリケーシヨンログに 
記録する 

イベントビューアでのソース名は、 FastCheckMon 
です。 



<重要> このチェックボックスは必ずオンにしてく 
ださい。 


表示されたエラーダイアログボックスの表示時間を指定する 


エラー発生時の対処について指定する 
中断：処理を中断させます。 
修復：エラーを修復します。 
無視：エラーを無視します。 
対話：画面で対処入力します。 


FastCheck 13 


















アレイ同期化のスケジュール 


同期化（シンクロナイズ)のスケジュール実行について指定します。 



同期化（シンクロナイズ）のスケジュール実行をする場合、スケジュール設定した時間に 
FastCheck が起動している必要があります。 


アレイ 同期 化のスケジュール 
P 使用禁止必^^^ 

エラーの 発生 

ぞ中断 p 修 m ず無視 r _話 

眶 


同期化（シンクロナイズ)のスケジュール実行を有効にす 
るか、無効にするかを選択するチェックボックス 
チェックボックスがオンの時は同期化（シンクロナイズ） 
のスケジュール実行をしません。オフの時に[イベントの 
スケジュール]ドロップタ'ウンボックスが有効になり、ス 
ケジュールを選択できます。 

エラー発生時の対処について指定する 
中断：処理を中断させます。 

修復：エラーを修復します。 

無視：エラーを無視します。 

対話：画面で対処入力します。 


スケジュール間隔は次の5つから選択する 
チェックボックスのチェックを外すと選択できます。 

毎月：同期化(シンクロナイズ)を月に1度実行し ます。 開始時刻、指定日を指定し ます。 
毎週：同期化（シンクロナイズ)を週に1度実行し ます。 開始時刻、指定日を指定し ます。 
毎日：同期化（シンクロナイズ)を毎日実行し ます。 開始時刻、指定日を指定し ます。 

分ごと：同期化(シンクロナイズ)を指定時間(分単位)ごとに実行します。実行間隔を(分単 
位)で設定します。 

時間毎：同期化（シンクロナイズ)を指定時間(時間単位)ごとに実行します。実行間隔を（時間 
単位)で設定します。 


再構築設定 

自動再構築(自動リビルド)の実行の許可/禁止および 0 S 実行中における自動再構築(自動リビルド) 
実行の割合を設定します。 



チェックボックスをオフにすると自動再構築（自動リビル 
ド）が実行され、オンにすると自動再構築が実行されない 

<重要> チェックボックスは必ずオフにしてください。 


自動再構築（自動リビルド)の割合を設定する 
スライダーバーを[低]に設定すると運用動作におけるリ 
ビルド実行の割合を低くします。このため運用動作に対す 
る影響度が低くなります。 

スライタ'ーバーを[高]に設定すると運用動作におけるリ 


ビルド実行の割合を高くします。このため運用動作に対す 
る影響度が大きくなります。 
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デイスクパラメータ 

書き込みキャッシュと S . M . A . R . T の設定をします。 


デイスクパラメータ 

害き込みキャッシュを使用可能にする 
F S.MART チヱックを使用可能にする 



チェックボックスをオンにすると、ハードディスクの書 
き込みキャッシュが有効になり、オフにすると、書き込 
みキャッシュを無効にする 

<重要> このチェックボックスは必ずオンにしてくだ 
さい0 


ディスウの予防保守情報を有効する 


プリファレンス 

FastCheck のデスクトップ上への表示について設定をします。 

チェックボックスをオンにすると、 FastCheck は起動後 
ウィンドウ化されずタスクトレーにアイコンで表示され 
る 

チェックボックスをオンにすると、常にデスクトップの 
最前面に FastCheck を表示する 


パスワードの設定と確認画面が表示される 

く重要〉パスワードを忘れると FastCheck をウインド 
ウ化できなくなります。 


チェックボックスをオンにすると、 
FastCheck をタスクトレーのアイコンから 
ウィンドウ化するときに[変更]ボタンで設定 
したパスワードの入力を要求される 



PCI バスの利用状況 


パスの占有率の調整を行ラ 

スライダーバーを[低]に設定すると PCI バスの占有率を低 
くします。 

スライダーバーを[高]に設定すると PCI バスの占有率を高 
くします。 


PCI バス占有率を設定をします。 
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運用上の注意 


FastCheck を使用する上での注意事項を示します。 
注意を守って正しく運用してください。 


リビルド(再構築)について 

リビルド(再構築)中もアレイのアクセスは継続できますが、処理時間が長くなる場合があります。 
リビルド(再構築)の実行は、 FastCheck のアレイウィンドウ画面のハードディスクアイコンをク 
リックすると、状態が「再構築中」と表示されることで確認できます。 


シンクロナイズ(同期彳ヒ)について 

シンクロナイズ(同期化)中もアレイのアクセスは継続できますが、アクセス性能が多少低下して処 
理時間が長くなる場合があります。 


ESMPRO / ServerManager ^ ServerAgent につし、て 


FastCheck を使用できるバージヨンについて 

ESMPRO / ServerManager , ESMPR 〇 / ServerAgent は Ve 「.3.4 以降からデイスクミラーリングコ 
ント□ーラをサポートします。 


ESMPRO/ServerManager 、 ServerAgent からの監視について 

• データ ビューアの見え方 

ディスクミラーリングコント□ーラに接続されているハードディスクは、マネージャのデータ 
ビューアでは、1つの論理ドライブとして表示します。個々のハードディスク単位では表示さ 
れません。 

また、ディスクミラーリングコント□—ラは、「ディスクアレイ」ではなく、 「 SCSI コントロー 
ラ」として管理します。 

• 八ードディスクの予防保守機能について 

ディスクミラーリングコント□ーラに接続されているハードディスクはハードディスクの予防 
保守機能の対象外となります。予防保守判定はしません。 
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アラート通報について 


巳 31\/^1^ 〇 /361^/6 「八 96 门 1 :をインス トールすることにより、 ESMPR 〇 /Se 「 ve 「 Managei^\075 — 
卜通報、および ALIVE 通報を行うことができます。 

巳 31\/^1^ 〇 /36 「ソ 6|7\96 门 1: のインストール方法、アラート設定等は ESMPR0/Se 「 ve 「 AgentO7=zL 
アルを参照ください。 

アラート通報を行ラ場合は次の点を確認してください。 

• FastCheck のオプション [NT イベントログの使用]がチェックされている。 

• Promise FastTrak Log Service が開始されている 0 
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